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HQ－電気、GAS

								FY2018		FY2019

						電気由来 デンキ ユライ		354		331

						GAS由来 ユライ		94		85





電気由来	

FY2018	FY2019	354	331	GAS由来	

FY2018	FY2019	94	85	









葉山CO2



				取組項目 トリクミ コウモク		中期目標 チュウキ モクヒョウ		2016年度　　　　CO2排出量実績
(ベースライン）*
[ｔ－CO2]		4年間　　　　　　　(2017-2020)　　　　　の目標削減総量
[ｔ－CO2]		2017年度　　　　CO2排出量実績
 [ｔ－CO2]		2018年度　　　　CO2排出量実績
 [ｔ－CO2]		2019年度　　　　CO2排出量実績
 [ｔ－CO2]		排出係数 ハイシュツ ケイスウ

												中期目標達成率
[%]		中期目標達成率
[%]		中期目標達成率
[%]

				CO2　　　　　　　　　　　　　　排出削減 ハイシュツ サクゲン		＜現行＞　　　　　　　　　　　　　CO2換算4年間で5％削減
（前年度比1.3%減程度） ゲンコウ		539.8		27.0		489.1		448.2		416.9		表２の　　　　　　　とおり ヒョウ

												188%		339%（累計） ルイケイ		455%（累計） ルイケイ

						＜改定＞
CO2換算4年間で26.6％削減
（2019-2020年度においては　　前年度比6%減程度）		同上 ドウジョウ		143.8		同上 ドウジョウ		同上 ドウジョウ		同上 ドウジョウ		表２の　　　　　　　とおり ヒョウ

												35％		64%（累計） ルイケイ		85％（累計） ルイケイ



								FY2016		FY2017		FY2018		FY2019		FY2020

						CO2排出量[t-CO2] ハイシュツ リョウ		539.8		489.1		448.2		416.9		396.0





CO2排出量[t-CO2]	FY2016	FY2017	FY2018	FY2019	FY2020	539.79999999999995	489.1	448.2	416.9	396	







サテライトCO2

						電力 デンリョク		係数 ケイスウ		t-CO2

				TSF		19,616		0.474		9.30

				KRC		8,185		0.500		4.09

				KUC		19,416		0.128		2.49

				APN		9,102		0.500		4.55

				JISE		17,461		0.474		8.28

										28.70



						GAS		係数 ケイスウ		t-CO2

				KUC		105		2.21		0.23

										28.94



						FY2017		FY2018		FY2019

				葉山本部 ハヤマ ホンブ		489.12		448.19		416.90

				各事業所 カク ジギョウショ		32.17		31.79		28.94





葉山本部	

FY2017	FY2018	FY2019	489.12	448.19	416.9	各事業所	

FY2017	FY2018	FY2019	32.17	31.79	28.94	









葉山不燃ごみ



				取組項目 トリクミ コウモク		中期目標 チュウキ モクヒョウ		2016年度　　　　　排出量実績
(ベースライン）
[kg]		4年間　　　　　（2017-2020）　　　目標削減総量   　  [kg] ネンカン モクヒョウ サクゲン ソウリョウ		2017年度　　　　   　排出量実績
 [kg]		2018年度　　　　　排出量実績
 [kg]		2019年度　　　　　排出量実績
 [kg]

												中期目標達成率
[%]		中期目標達成率
[%]		中期目標達成率
[%]

				廃棄物　　　　　　　　　　　　　　排出削減 ハイキブツ ハイシュツ サクゲン		＜現行＞　　　　　　　　　　　　　　　不燃ごみの排出を4年間で10％削減
（前年度比2.6％減程度） ゲンコウ		631		63.1		581		376		451.0

												79.2%		404.1%（累計） ルイケイ		285.3%（累計） ルイケイ

						＜改定＞
不燃ごみの排出を4年間で約50％削減
（2019-2020年度においては　　　　　　前年度比8％減）		同上 ドウジョウ		312.7		同上 ドウジョウ		同上 ドウジョウ		同上 ドウジョウ

												16.0％		81.5%（累計） ルイケイ		57.6％（累計） ルイケイ



								FY2016		FY2017		FY2018		FY2019		FY2020

						不燃ごみ[kg] フネン		631		581		376		451		318.0

								FY2017		FY2018		FY2019

						不燃ごみ[kg] フネン		581		376		451





不燃ごみ[kg]	FY2016	FY2017	FY2018	FY2019	FY2020	631	581	376	451	318	







不燃ごみ[kg]	FY2017	FY2018	FY2019	581	376	451	







カンビンペット排出、リサイクル

						FY2016		FY2017		FY2018		FY2019

				カン・ビン・ペットボトルの総排出量[kg] ソウ ハイシュツ リョウ		368		335		283		266

						FY2016		FY2017		FY2018		FY2019		%

				Waste can		138		135		80		81		1

				Glass bottles		124		110		101		113		12

				Plastic bottles		106		90		102		72		-29

						FY2017		FY2018		FY2019

				Waste can		135		80		81

				Glass bottles		110		101		113

				Plastic bottles		90		102		72

						FY2016		FY2017		FY2018		FY2019

				容器包装プラ排出量［kg］ ヨウキ ホウソウ ハイシュツ リョウ		316.0		269.0		284.0		317.0

				プラスチック・リサイクル率[％] リツ		33.4		31.7		43		41.2



						FY2017		FY2018		FY2019

				容器包装プラ排出量［kg］ ヨウキ ホウソウ ハイシュツ リョウ		269.0		284.0		317.0

				プラスチック・リサイクル率[％] リツ		31.7		43		41.2







カン・ビン・ペットボトルの総排出量[kg]	FY2016	FY2017	FY2018	FY2019	368	335	283	266	





カン・ビン・ペットボトルの総排出量［kg］



Waste can	FY2016	FY2017	FY2018	FY2019	138	135	80	81	Glass bottles	FY2016	FY2017	FY2018	FY2019	124	110	101	113	Plastic bottles	FY2016	FY2017	FY2018	FY2019	106	90	102	72	









容器包装プラ排出量［kg］	FY2016	FY2017	FY2018	FY2019	316	269	284	317	プラスチック・リサイクル率[％]	FY2016	FY2017	FY2018	FY2019	33.4	31.7	43	41.2	









容器包装プラ排出量 / リサイクル率



容器包装プラ排出量［kg］	FY2017	FY2018	FY2019	269	284	317	プラスチック・リサイクル率[％]	FY2017	FY2018	FY2019	31.7	43	41.2	









カン・ビン・ペットボトルの総排出量［kg］



Waste can	FY2017	FY2018	FY2019	135	80	81	Glass bottles	FY2017	FY2018	FY2019	110	101	113	Plastic bottles	FY2017	FY2018	FY2019	90	102	72	









葉山可燃ごみ



				取組項目 トリクミ コウモク		中期目標 チュウキ モクヒョウ		2016年度　　　　　排出量実績
(ベースライン）
[kg]		2017年度　　　　   　排出量実績
 [kg]		2018年度　　　　　排出量実績
 [kg]		2019年度　　　　　排出量実績
 [kg]

										中期目標達成率
[%]		中期目標達成率
[%]		中期目標達成率
[%]

				廃棄物　　　　　　　　　　　　　　排出削減 ハイキブツ ハイシュツ サクゲン		＜現行＞　　　　　　　　　　　　　　　可燃ごみの排出を　　　　　　　　　　　　4年間の平均で2,400Kg/年以下に抑制 ゲンコウ		2,367		2,675		2,903		2,487

										-11.5%（未達成） ミタッセイ		-21.0%（未達成） ミタッセイ		-4%（未達成） ミタッセイ

						＜改定＞
2017年度-2018年度の実績の　　　　　　平均（約2890kg/年）程度にとどめる		同上 ドウジョウ		同上 ドウジョウ		同上 ドウジョウ		同上 ドウジョウ

										93％（達成） タッセイ		100.1%（未達成） ミタッセイ		86.1％（達成） タッセイ



								FY2016		FY2017		FY2018		FY2019		FY2020

						可燃ごみ[kg] カネン		2,367		2,675		2,903		2,487		2,789

																昨年記載2890 サクネン キサイ

								FY2017		FY2018		FY2019

						可燃ごみ[kg] カネン		2,675		2,903		2,487





可燃ごみ[kg]	FY2016	FY2017	FY2018	FY2019	FY2020	2367	2675	2903	2487	2789	







可燃ごみ[kg]	FY2017	FY2018	FY2019	2675	2903	2487	







コピー用紙購入量

								FY2017		FY2018		FY2019

						TSF		140,000		144,500		88,000						372,500

						KRC		50,500		45,000		47,500						143,000

						KUC		36,500		25,000		15,000						76,500

						APN		56,310		59,790		52,394						168,494

						JISE		55,000		52,500		42,500						150,000

						HQ		503,000		450,000		359,000						1,312,000

								841,310		776,790		604,394		0

								FY2017		FY2018		FY2019

						HQ（葉山本部） ハヤマ ホンブ		503,000		450,000		359,000

						サテライトオフィス		338,310		326,790		245,394



コピー用紙使用量（購入量）



HQ（葉山本部）	FY2017	FY2018	FY2019	503000	450000	359000	サテライトオフィス	FY2017	FY2018	FY2019	338310	326790	245394	







コピー用紙使用量



HQ（葉山本部）	FY2017	FY2018	FY2019	503000	450000	359000	サテライトオフィス	FY2017	FY2018	FY2019	338310	326790	245394	









サテライトCO2排出





2019経常収益

						戦略研究事業費 センリャク ケンキュウ ジギョウ ヒ		TSU事業費 ジギョウ ヒ		APN事業費 ジギョウ ヒ		JISE事業費 ジギョウ ヒ																		単位：百万 タンイ ヒャクマン

				経常収益 ケイジョウ シュウエキ		3,010		154		292		60		3516														戦略研究事業費 センリャク ケンキュウ ジギョウ ヒ		3,010

																												TSU事業費 ジギョウ ヒ		154

																												APN事業費 ジギョウ ヒ		292

																												JISE事業費 ジギョウ ヒ		60

																														3,516



















						FY2017		FY2018		FY2019

				経常収益 ケイジョウ シュウエキ		3,382		3,576		3,517



						FY2017		FY2018		FY2019

				経常費用 ケイジョウ ヒヨウ		3,246		3,570		3,573





経常収益	戦略研究事業費	TSU事業費	APN事業費	JISE事業費	3010	154	292	60	





経常収益	FY2017	FY2018	FY2019	3382	3576	3517	







HQ電気GAS水道2019

				電気　kWh デンキ

						7月		8月		9月		10月		11月		12月		1月		2月		3月		4月		5月		6月		合計(Total)

				2018年度/FY2018		50,596		55,839		41,534		37,805		37,000		43,800		48,380		45,000		43,480		42,759		37,874		41,201		525,268

				2019年度/FY2019		45,296		50,184		41,916		38,718		38,224		43,590		46,425		45,660		47,941		32,228		25,816		35,964		491,962

				GAS　㎥

				利用月		7月		8月		9月		10月		11月		12月		1月		2月		3月		4月		5月		6月		合計(Total)

				2018年度/FY2018		5,614		5,653		3,058		2,030		2,477		5,131		4,974		4,916		2,825		2,285		1,511		2,125		42,599

				2019年度/FY2019		3,292		5,850		3,860		1,781		1,592		4,348		4,865		4,151		3,078		1,709		1,181		2,884		38,591

				水道　㎥ スイドウ

				利用月		7月		8月		9月		10月		11月		12月		1月		2月		3月		4月		5月		6月		合計(Total)

				2018年度/FY2018		254		285		205		263		268		278		276		247		248		247		222		256		3,049

				2019年度/FY2019		253		290		237		260		286		246		244		274		309		153		122		224		2,898

						FY2017		FY2018		FY2019

				水道使用量 スイドウ シヨウリョウ		3,576		3,049		2,898





2018年度/FY2018	7月	8月	9月	10月	11月	12月	1月	2月	3月	4月	5月	6月	50596	55839	41534	37805	37000	43800	48380	45000	43480	42759	37874	41201	2019年度/FY2019	7月	8月	9月	10月	11月	12月	1月	2月	3月	4月	5月	6月	45296	50184	41916	38718	38224	43590	46425	45660	47941	32228	25816	35964	









2018年度/FY2018	7月	8月	9月	10月	11月	12月	1月	2月	3月	4月	5月	6月	5614	5653	3058	2030	2477	5131	4974	4916	2825	2285	1511	2125	2019年度/FY2019	7月	8月	9月	10月	11月	12月	1月	2月	3月	4月	5月	6月	3292	5850	3860	1781	1592	4348	4865	4151	3078	1709	1181	2884	









2018年度/FY2018	7月	8月	9月	10月	11月	12月	1月	2月	3月	4月	5月	6月	254	285	205	263	268	278	276	247	248	247	222	256	2019年度/FY2019	7月	8月	9月	10月	11月	12月	1月	2月	3月	4月	5月	6月	253	290	237	260	286	246	244	274	309	153	122	224	







水道使用量（㎥）



水道使用量	FY2017	FY2018	FY2019	3576	3049	2898	







中長期改定

				表A ヒョウ

				取組項目 トリクミ コウモク		中期目標 チュウキ モクヒョウ				実施の方法・実施主体・担当部署等 ジッシ ホウホウ ジッシ シュタイ タントウ ブショ トウ

						当初 トウショ		改定後 カイテイ ゴ

				CO2排出 ハイシュツ		CO2換算4年間で5％削減
（前年度比1.3%減程度）		CO2換算4年間で26.6％削減
（2019-2020年度においては　　　　　　　　　　前年度比6%減程度）		施設で使用する電力とガスのエネルギーミックスの改善等により実施。
エコアクション事務局と本部ビル管理会社との共同が実施主体。

				廃棄物排出 ハイキブツ ハイシュツ		不燃ごみの排出を4年間で10％削減
（前年度比2.6％減程度）		不燃ごみの排出を4年間で約50％削減
（2019-2020年度においては　　　　　　　　　　前年度比8％減）		本部ビルの管理会社と共同で、分別収集の強化を維持しつつ、不燃ごみの
発生（一因となる不燃ごみが発生する物品の購入の抑制、可燃あるいは再
生可能な材質使用への転換等）、リサイクルの強化により実施。職員全体
及び施設全体（カフェテリア含む）が実施主体。

						可燃ごみの排出を4年間の平均で
2,400Kg／年以下に抑制		2017-2018年度の実績の平均で　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　約2,890kg／年程度にとどめる ヘイキン		本部ビルの管理会社と共同で、特に紙等の分別収集・リサイクルの強化を
維持しつつ、可燃ごみの発生の抑制（ITの活用等による紙の使用削減、可燃
ごみが発生する物品の購入の抑制等）により実施。職員全体及び施設全体
管理者が実施主体。
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